




モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
の
流
れ
と

新
型
ウ
イ
ル
ス
が
も
た
ら
し
た
転
換

今
後
の
消
費
は
コ
ロ
ナ
禍
以
前
か
ら
「
モ
ノ

か
ら
コ
ト
」
な
ど
と
言
わ
れ
、
物
質
的
な
満
足

よ
り
時
間
や
体
験
を
重
視
す
る
傾
向
が
強
ま
り
、

デ
ィ
ー
ラ
ー
各
社
は
そ
の
流
れ
に
対
応
し
、
新

型
車
の
魅
力
や
特
徴
そ
の
も
の
に
加
え
て
、
代

替
し
た
こ
と
で
得
ら
れ
る
楽
し
い
生
活
や
充
実

し
た
時
間
の
提
案
に
一
層
注
力
す
る
よ
う
に
な

っ
た
。
自
動
車
産
業
は
大
変
革
期
を
迎
え
、
デ

ィ
ー
ラ
ー
業
界
で
も
「
従
来
の
延
長
線
上
に
は

な
い
発
想
の
経
営
を
」
と
盛
ん
に
啓
発
さ
れ
た

も
の
の
、
事
業
環
境
の
大
本
と
な
る
社
会
や

人
々
の
ラ
イ
フ
ス
タ
イ
ル
全
般
が
本
格
的
な
変

革
に
動
い
て
い
た
と
は
言
い
切
れ
な
い
状
況
で
、

多
く
の
物
事
が
既
成
概
念
上
の
思
考
の
範
囲
に

と
ど
ま
っ
た
。

そ
の
時
世
で
今
回
の
コ
ロ
ナ
禍
が
起
こ
っ
た
。

モ
ノ
か
ら
コ
ト
へ
の
消
費
の
潮
流
を
基
本
的
な

背
景
と
し
な
が
ら
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
は

社
会
と
人
々
の
価
値
観
を
強
制
的
に
転
換
し
、

無
意
識
に
続
け
て
き
た
こ
れ
ま
で
の
風
習
の
見

直
し
を
迫
り
、
生
活
す
る
上
で
何
を
最
も
大
切

に
す
べ
き
か
、
ど
う
い
う
時
間
を
過
ご
し
た
い

か
を
、
改
め
て
我
々
に
問
い
質
し
た
。
現
在
の

事
業
環
境
は
、
価
値
観
の
転
換
な
ど
人
々
の
感

情
的
変
化
の
側
面
が
あ
り
、
一
方
で
経
済
全
体

を
見
れ
ば
半
導
体
不
足
に
よ
る
供
給
縮
小
や
、

さ
ら
に
は
原
材
料
の
高
騰
や
イ
ン
フ
レ
懸
念
な

ど
、
ま
さ
に
混
沌
と
し
て
い
る
。
本
特
集
で
は

自
動
車
産
業
の
現
在
地
を
確
認
し
、
今
後
の
展

望
を
探
っ
て
み
た
い
。

コ
ロ
ナ
禍
の
タ
イ
ミ
ン
グ
で

新
た
な
経
営
課
題
が
出
現

ま
ず
は
参
考
に
日
系
自
動
車
メ
ー
カ
ー
上
場

９
社
の
２
０
２
１
年
３
月
期
連
結
業
績
の
概
要

を
見
て
み
よ
う
。
各
社
と
も
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
の
影
響
に
よ
る
需
要
減
や

サ
プ
ラ
イ
チ
ェ
ー
ン
の
問
題
か
ら
20
年
４
～
６

月
期
は
業
績
悪
化
に
陥
っ
た
が
、
そ
の
後
順
調

に
回
復
。
し
か
し
、
安
泰
と
は
い
か
ず
、
今
年

初
め
か
ら
半
導
体
不
足
や
原
材
料
価
格
の
高
騰

な
ど
が
各
社
の
本
格
回
復
に
立
ち
は
だ
か
っ
て

い
る
。
電
動
化
や
自
動
運
転
と
い
っ
た
新
領
域

で
の
開
発
競
争
の
激
化
や
異
業
種
の
参
入
な
ど
、

自
動
車
産
業
は
か
つ
て
経
験
し
た
こ
と
の
な
い

経
営
環
境
に
あ
る
。

さ
ら
に
、
昨
年
以
降
に
急
激
に
加
速
し
た
世

界
的
な
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
意
識
の

高
ま
り
に
対
応
す
る
た
め
、
22
年
３
月
期
の
自
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動
車
メ
ー
カ
ー
の
研
究
開
発
費
は
軒
並
み
上
昇
。

約
10
年
前
の
２
０
１
１
年
前
後
、
自
動
車
産
業

は
円
高
や
先
進
諸
外
国
と
比
較
し
て
高
い
法
人

税
な
ど
六
重
苦
と
呼
ば
れ
た
状
態
に
あ
っ
た
。

現
在
、
苦
難
の
要
素
こ
そ
異
な
れ
ど
、「
コ
ロ

ナ
禍
」「
半
導
体
不
足
」「
電
動
化
対
応
」「
原

材
料
費
高
騰
」「
自
然
災
害
」「
サ
プ
ラ
イ
チ
ェ

ー
ン
」
と
い
っ
た
新
た
な
経
営
課
題
へ
の
対
処

が
求
め
ら
れ
る
。

２
０
２
１
年
度
、
各
社
が
目
指
す
の
は
余
力

の
創
造
だ
。
ト
ヨ
タ
自
動
車
は
リ
ー
マ
ン
シ
ョ

ッ
ク
時
に
比
べ
て
損
益
分
岐
点
を
約
２
０
０
万

台
引
き
下
げ
て
き
た
が
、
コ
ロ
ナ
禍
の
１
年
間

で
さ
ら
に
数
十
万
台
規
模
の
改
善
を
実
現
。
ま

た
、
日
産
自
動
車
は
19
年
３
月
期
に
約
５
０
０

万
台
だ
っ
た
分
岐
点
を
４
４
０
万
台
に
下
げ
、

マ
ツ
ダ
も
21
年
３
月
期
に
は
前
期
と
比
較
し
て

１
割
強
少
な
い
１
０
１
万
５
千
台
に
落
と
し
、

収
益
体
質
の
強
化
を
図
っ
て
い
る
。

た
だ
、
い
ま
世
の
中
に
は
小
さ
な
積
み
重
ね

に
よ
っ
て
捻
出
し
た
収
益
を
一
気
に
飲
み
込
ん

で
し
ま
う
イ
ン
パ
ク
ト
が
潜
ん
で
い
る
こ
と
も

事
実
だ
。

さ
ら
な
る
バ
リ
ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
活
用
で

リ
ス
ク
へ
の
備
え
を

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
の

た
め
実
施
さ
れ
た
生
活
行
動
の
抑
制
に
よ
り
、

先
の
見
通
し
が
ま
っ
た
く
立
た
な
い
中
で
の
船

出
と
な
っ
た
２
０
２
０
年
度
は
、
結
果
的
に
は

期
を
追
う
ご
と
に
業
績
が
回
復
し
、
一
部
は
期

初
の
マ
イ
ナ
ス
を
カ
バ
ー
す
る
内
容
で
の
着
地

と
な
っ
た
。

特
に
21
年
１
～
３
月
期
の
業
績
は
、
乗
用
車

メ
ー
カ
ー
上
場
７
社
の
う
ち
５
社
が
増
収
増
益

で
、
中
で
も
ト
ヨ
タ
の
業
績
回
復
が
目
立
っ
た
。

ト
ヨ
タ
は
売
上
高
が
前
年
同
期
比
11
・
５
％
増
、

営
業
利
益
は
同
91
・
７
％
増
と
な
り
、
日
本
の

ほ
か
、
米
国
や
欧
州
で
も
コ
ロ
ナ
禍
前
の
販
売

水
準
を
上
回
っ
た
。
ホ
ン
ダ
は
20
年
１
～
３
月

期
の
営
業
赤
字
か
ら
の
黒
字
転
換
を
果
た
し
、

マ
ツ
ダ
は
増
収
に
加
え
て
コ
ス
ト
改
善
や
固
定

費
抑
制
の
増
益
効
果
が
あ
り
、
同
３･

６
倍
の

増
益
を
記
録
。
ま
た
、
営
業
赤
字
と
な
っ
た
日

産
や
三
菱
自
動
車
も
、
事
業
構
造
改
革
の
成
果

が
徐
々
に
見
え
つ
つ
あ
る
。
日
産
は
工
場
閉
鎖

や
車
種
の
削
減
、
地
域
事
業
運
営
体
制
の
見
直

し
な
ど
の
固
定
費
削
減
効
果
に
よ
っ
て
営
業
赤

字
が
縮
小
。
三
菱
自
も
向
こ
う
２
年
間
で
固
定

費
を
20
％
削
減
す
る
目
標
を
１
年
前
倒
し
で
達

成
し
て
い
る
。

そ
の
一
方
で
利
益
の
圧
迫
要
因
と
な
る
鋼
材

や
貴
金
属
の
価
格
高
騰
が
早
く
も
業
績
に
表
れ

始
め
て
い
る
。
ス
ズ
キ
は
売
上
高
を
伸
ば
し
つ

つ
も
２
０
２
０
年
度
第
３
四
半
期
、
第
４
四
半

期
と
営
業
利
益
が
右
肩
下
が
り
で
推
移
し
た
。

半
導
体
不
足
の
影
響
に
よ
る
先
行
き
不
透
明
感

も
強
ま
っ
て
お
り
、
保
有
車
で
の
ビ
ジ
ネ
ス
強

化
や
中
古
車
事
業
で
の
収
益
向
上
な
ど
、
バ
リ

ュ
ー
チ
ェ
ー
ン
を
一
層
活
用
し
リ
ス
ク
に
備
え

る
重
要
性
が
よ
り
高
ま
っ
て
い
る
。
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求
め
ら
れ
る
脱
炭
素
へ
の
取
り
組
み

研
究
開
発
投
資
が
増
大

自
動
車
産
業
を
取
り
巻
く
経
営
環
境
は
厳
し

い
状
況
が
続
く
中
、
各
社
と
も
持
続
的
な
成
長

に
向
け
て
高
水
準
の
研
究
開
発
投
資
を
継
続
す

る
。
２
０
２
０
年
３
月
期
は
コ
ロ
ナ
禍
に
伴
う

緊
縮
財
政
で
投
資
を
抑
制
し
た
が
、
21
年
３
月

期
は
再
び
攻
め
の
姿
勢
に
転
じ
る
。
今
期
の
業

績
予
想
を
「
未
定
」
と
す
る
ス
ズ
キ
を
除
く
乗

用
車
メ
ー
カ
ー
５
社
が
研
究
開
発
費
を
増
額
す

る
計
画
だ
。
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
（
脱
炭

素
）
時
代
を
見
据
え
た
電
動
化
や
、
自
動
運
転

な
ど
の
研
究
開
発
投
資
が
各
社
の
将
来
を
左
右

す
る
。

こ
こ
数
年
、
業
界
の
ト
レ
ン
ド
で
あ
る
Ｃ
Ａ

Ｓ
Ｅ
（
コ
ネ
ク
テ
ッ
ド
、
自
動
運
転
、
シ
ェ
ア

リ
ン
グ
、
電
動
化
）
な
ど
に
対
応
す
る
た
め
、

各
社
と
も
研
究
開
発
投
資
を
積
み
増
し
て
き
た
。

そ
れ
が
前
期
は
一
転
、
前
述
の
通
り
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
に
伴
う
先
行
き
不
透

明
感
か
ら
不
要
不
急
の
研
究
開
発
投
資
を
取
り

止
め
る
な
ど
、
緊
急
措
置
を
取
っ
た
こ
と
が
大

き
く
影
響
し
た
。
固
定
費
削
減
の
奏
功
や
新
車

需
要
の
回
復
も
あ
り
、
各
社
と
も
大
幅
な
業
績

悪
化
は
避
け
ら
れ
た
。
今
期
は
将
来
に
向
け
た

投
資
を
積
極
化
す
る
姿
勢
に
戻
る
。「
未
定
」

と
し
た
ス
ズ
キ
も
、
２
月
に
公
表
し
た
中
期
経

営
計
画
で
は
、
電
動
化
対
応
な
ど
の
研
究
開
発

費
に
５
年
間
で
合
計
１
兆
円
を
充
て
る
計
画
を

示
し
て
お
り
、
高
水
準
な
投
資
に
踏
み
切
る
。

異
業
種
か
ら
の
参
入
な
ど

生
き
残
り
を
掛
け
て
競
争
激
化

各
社
が
研
究
開
発
の
積
極
投
資
に
踏
み
込
む

の
は
、
電
動
化
や
自
動
運
転
と
い
っ
た
次
世
代

技
術
の
競
争
力
を
強
化
す
る
狙
い
が
あ
る
。
特

に
、
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ
ル
へ
の
取
り
組
み

が
強
く
求
め
ら
れ
る
中
、
車
両
の
電
動
化
を
含

め
た
車
の
ラ
イ
フ
サ
イ
ク
ル
全
体
で
の
視
点
か

ら
見
た
低
炭
素
化
が
必
須
と
な
っ
て
い
る
状
況

だ
。ト

ヨ
タ
は
今
期
、
研
究
開
発
費
と
し
て
過
去

最
高
と
な
る
１
兆
１
６
０
０
億
円
を
計
画
し
、

電
動
化
や
デ
ジ
タ
ル
化
な
ど
の
先
行
分
野
に
積

極
的
に
投
資
す
る
予
定
。
ホ
ン
ダ
は
今
後
６
年

間
で
総
額
５
兆
円
程
度
の
研
究
開
発
費
を
計
上

し
、
機
種
削
減
な
ど
の
効
率
化
で
生
み
出
す
資

源
を
電
動
化
や
安
全
機
能
の
開
発
に
振
り
分
け

る
。
電
動
車
両
の
肝
と
な
る
電
池
は
外
部
と
の

ア
ラ
イ
ア
ン
ス
を
積
極
活
用
す
る
が
、
全
固
体

電
池
な
ど
の
次
世
代
技
術
開
発
に
注
力
し
、
電

動
化
時
代
に
先
手
を
打
つ
。
日
産
は
電
気
自
動

車
（
Ｅ
Ｖ
）
や
シ
リ
ー
ズ
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
シ
ス

テ
ム
「
ｅ
パ
ワ
ー
」
搭
載
車
の
競
争
力
を
高
め

る
技
術
革
新
の
促
進
に
力
を
入
れ
る
考
え
だ
。

電
動
化
や
自
動
運
転
な
ど
の
次
世
代
技
術
を

巡
る
開
発
競
争
は
激
化
し
て
お
り
、
そ
こ
に
は

既
存
の
プ
レ
ー
ヤ
ー
に
限
ら
ず
、
潤
沢
な
資
金

を
背
景
に
次
元
の
異
な
る
研
究
開
発
投
資
を
継

続
し
、
自
動
車
産
業
へ
の
参
入
を
も
く
ろ
む
米

中
の
Ｉ
Ｔ
大
手
な
ど
も
存
在
す
る
。
自
動
車
メ

ー
カ
ー
に
と
っ
て
の
研
究
開
発
費
は
、
生
き
残

り
を
掛
け
た
先
行
投
資
を
意
味
し
て
い
る
。

自動車販売　’21. 7 4

上段は２０２１年３月期実績、下段は２０２２年３月期予想

単位：億円、％

スズキ

三菱自

スバル

マツダ

ホンダ

日産

トヨタ

未定

5,035
5,400
7,800
8,400
1,274
1,280
1,016
1,200
1,014

-14.4
18.1
-22.5

990
1,462 -1.3

未定

6.4

研究開発費

10,904

対前年比

-1.8
11,600

-2.4

-7.6
7.2
-5.0
7.7
-5.6
0.5

乗用車メーカーの研究開発費
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車
両
電
動
化
、
ペ
ー
ス
ア
ッ
プ

各
社
が
Ｅ
Ｖ
販
売
計
画
を
見
直
し

脱
炭
素
化
機
運
の
世
界
的
な
高
ま
り
を
受
け
、

各
社
が
電
動
車
の
販
売
計
画
を
相
次
い
で
見
直

し
て
い
る
。ト
ヨ
タ
は
Ｅ
Ｖ
と
燃
料
電
池
車（
Ｆ

Ｃ
Ｖ
）
の
２
０
３
０
年
ま
で
の
販
売
目
標
を
２

０
０
万
台
引
き
上
げ
た
。
２
年
前
の
計
画
と
比

べ
て
倍
増
と
な
る
。
マ
ツ
ダ
は
５
％
と
想
定
し

て
い
た
30
年
の
Ｅ
Ｖ
販
売
比
率
を
25
％
に
拡
大
。

世
界
各
国
・
各
地
域
で
カ
ー
ボ
ン
ニ
ュ
ー
ト
ラ

ル
実
現
に
向
け
た
動
き
が
活
発
化
し
、
Ｅ
Ｖ
の

普
及
も
想
定
以
上
に
加
速
す
る
と
の
見
通
し
が

強
ま
り
、
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
車
の
投
入
計
画

の
前
倒
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

２
０
２
１
年
３
月
期
決
算
発
表
は
電
動
車
の

販
売
計
画
の
見
直
し
が
大
き
な
テ
ー
マ
と
な
っ

た
。
ト
ヨ
タ
は
30
年
ま
で
の
電
動
車
販
売
見
通

し
を
ア
ッ
プ
デ
ー
ト
す
る
と
と
も
に
、
地
域
別

の
計
画
を
初
め
て
示
し
た
。
２
年
前
は
「
２
０

２
５
年
ま
で
に
電
動
車
５
５
０
万
台
以
上
」
と

し
て
い
た
が
、
今
回
「
２
０
３
０
年
ま
で
に
８

０
０
万
台
」
に
改
め
た
。
こ
の
う
ち
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ

Ｃ
Ｖ
は
１
０
０
万
台
か
ら
倍
増
の
２
０
０
万
台

へ
増
や
し
た
。

ま
た
、
バ
ッ
テ
リ
ー
調
達
に
も
言
及
し
「
現

状
か
ら
30
倍
の
バ
ッ
テ
リ
ー
供
給
量
が
必
要
に

な
る
」
と
説
明
。
今
後
10
年
間
で
地
域
ご
と
の

バ
ッ
テ
リ
ー
調
達
体
制
を
確
立
す
る
構
え
。
併

せ
て
開
発
リ
ー
ド
タ
イ
ム
の
短
縮
化
を
推
進
し
、

上
海
モ
ー
タ
ー
シ
ョ
ー
や
北
米
で
発
表
さ
れ
た

「
ｂ
Ｚ
４
Ｘ
」
で
は
30
％
削
減
で
き
る
見
込
み

で
、
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
な
ど
デ
ジ
タ
ル
開
発

環
境
の
強
化
に
よ
っ
て
、
も
う
一
段
の
短
縮
を

目
指
す
。

ホ
ン
ダ
、
２
０
２
４
年
に
軽
Ｅ
Ｖ
投
入

40
年
に
４
輪
車
ゼ
ロ
エ
ミ
ッ
シ
ョ
ン
化

ホ
ン
ダ
は
電
動
化
目
標
で
Ｅ
Ｖ
シ
フ
ト
を
鮮

明
に
し
た
。
従
来
は
２
０
３
０
年
に
新
車
販
売

の
３
分
の
２
を
電
動
化
す
る
計
画
を
掲
げ
て
い

た
が
、
三
部
敏
宏
社
長
の
就
任
会
見
で
、
先
進

国
に
お
け
る
Ｅ
Ｖ
と
Ｆ
Ｃ
Ｖ
の
販
売
構
成
を
30

年
に
40
％
、
35
年
に
80
％
、
40
年
に
は
グ
ロ
ー

バ
ル
で
１
０
０
％
と
す
る
計
画
を
公
表
。
国
内

自
動
車
メ
ー
カ
ー
で
初
め
て
４
輪
車
の
ゼ
ロ
エ

ミ
ッ
シ
ョ
ン
化
を
宣
言
し
た
。
国
内
の
30
年
見

通
し
は
20
％
と
低
く
見
積
も
る
が
、
30
年
に
は

ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
（
Ｈ
Ｖ
）
も
含
め
て
電
動
化

１
０
０
％
、
24
年
に
は
軽
自
動
車
の
Ｅ
Ｖ
も
投

入
す
る
。

ス
バ
ル
は
具
体
的
な
新
し
い
ロ
ー
ド
マ
ッ
プ

は
示
さ
な
か
っ
た
も
の
の
、
電
動
車
の
発
売
時

期
の
前
倒
し
や
、
電
動
モ
デ
ル
展
開
車
種
の
拡

大
を
検
討
し
て
い
く
方
針
を
明
ら
か
に
し
た
。

三
菱
自
は
２
０
３
０
年
ま
で
に
全
車
種
に
電
動

車
を
設
定
し
、
世
界
販
売
台
数
の
50
％
を
電
動

化
す
る
と
し
て
い
る
。
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地域 電動車達成目標 達成時期
日本 95％（EV＋FCV10％）
北米 70％（EV＋FCV15％）
欧州 100％（EV＋FCV40％）
中国 100％（EV＋FCV50％） 2035年
日本 EV＋FCV20％
米国・中国 EV＋FCV40%
先進国 EV＋FCV80％ 2035年
世界 EV＋FCV100％ 2040年

マツダ 世界 100％（EV25％） 2030年
三菱自 世界 50％（全車種に電動車設定） 2030年

2030年
トヨタ

2030年
ホンダ

電動車計画を見直した主な自動車メーカー



半
導
体
不
足
が
ブ
レ
ー
キ
に

需
要
堅
調
の
一
方
、
延
び
る
納
期

コ
ロ
ナ
禍
に
よ
る
自
動
車
需
要
の
低
迷
か
ら

順
調
に
回
復
し
て
き
た
各
社
の
業
績
に
、
半
導

体
不
足
が
急
ブ
レ
ー
キ
を
掛
け
て
い
る
。
昨
年

末
か
ら
続
く
半
導
体
不
足
の
影
響
で
、
世
界
中

の
自
動
車
工
場
が
減
産
や
停
止
を
余
儀
な
く
さ

れ
て
い
る
。
一
方
で
自
動
車
需
要
は
堅
調
に
推

移
し
、
各
社
と
も
在
庫
が
極
端
に
低
水
準
の
状

態
に
あ
る
。
今
期
、
半
導
体
不
足
の
影
響
だ
け

で
７
万
台
の
影
響
が
あ
る
と
予
測
す
る
マ
ツ
ダ

の
丸
本
明
社
長
は
「
売
れ
る
け
ど
売
れ
な
い
状

況
」
と
歯
が
ゆ
さ
を
表
現
し
た
。

マ
ツ
ダ
の
７
万
台
以
外
で
も
、
日
産
が
25
万

台
（
生
産
台
数
）、
三
菱
自
は
４
万
台
（
卸
売

り
台
数
）
の
マ
イ
ナ
ス
イ
ン
パ
ク
ト
を
織
り
込

ん
だ
。
た
だ
し
、
こ
れ
ら
の
数
字
は
下
期
に
半

導
体
の
調
達
が
安
定
化
し
、
挽
回
生
産
に
取
り

組
む
こ
と
で
影
響
の
最
小
化
を
想
定
し
た
も
の
。

半
導
体
不
足
に
よ
る
直
接
的
な
減
産
は
日
産
が

50
万
台
、
三
菱
自
が
８
万
台
、
マ
ツ
ダ
が
10
万

台
に
及
ぶ
。
生
産
調
整
を
実
施
し
て
い
る
ホ
ン

ダ
、
ス
バ
ル
も
数
万
台
レ
ベ
ル
の
影
響
が
出
る

と
し
て
お
り
、
同
様
に
通
期
で
の
挽
回
を
計
画

す
る
。
半
導
体
不
足
の
問
題
が
長
期
化
す
れ
ば
、

２
０
２
１
年
度
の
生
産
計
画
の
下
方
修
正
は
必

至
と
な
る
。

半
導
体
不
足
で
問
題
の
顕
在
化
が
激
し
い
の

が
各
社
の
在
庫
水
準
へ
の
影
響
だ
。
半
導
体
不

足
で
前
期
に
６
万
１
千
台
、
４
月
に
２
万
５
千

台
の
減
産
影
響
を
受
け
た
ス
バ
ル
は
、
主
力
市

場
の
米
国
に
お
け
る
販
売
店
在
庫
日
数
が
18
日

分
に
あ
た
る
約
３
万
５
千
台
ま
で
減
少
し
た
。

米
国
市
場
で
は
販
売
店
の
一
般
的
な
平
均
在
庫

日
数
が
60
日
と
さ
れ
、
以
前
か
ら
在
庫
水
準
が

低
い
ス
バ
ル
は
通
常
時
で
40
日
程
度
だ
が
、
半

導
体
不
足
の
影
響
で
半
分
を
切
る
異
常
事
態
と

な
っ
て
い
る
。
ス
バ
ル
は
国
内
市
場
で
も
「
販

売
店
か
ら
の
オ
ー
ダ
ー
に
応
え
ら
れ
て
い
な
い

状
況
」（
中
村
知
美
社
長
）
が
続
い
て
い
る
。

各
社
と
も
確
保
し
た
半
導
体
に
合
わ
せ
て
生

産
計
画
を
見
直
す
な
ど
、
少
し
で
も
納
期
を
短

縮
し
よ
う
と
努
め
て
い
る
。
そ
れ
で
も
ホ
ン
ダ

が
４
月
に
販
売
を
開
始
し
た
ば
か
り
の
「
ヴ
ェ

ゼ
ル
」
の
一
部
グ
レ
ー
ド
で
は
、
納
期
が
２
０

２
２
年
度
に
ず
れ
込
む
可
能
性
も
あ
る
と
い
う
。

半
導
体
不
足
に
よ
る
生
産
へ
の
影
響
に
つ
い
て
、

下
期
ま
で
に
回
復
す
る
と
見
る
向
き
が
多
い
が

「
は
っ
き
り
言
っ
て
分
か
ら
な
い
」（
メ
ー
カ
ー

幹
部
）
と
い
う
の
も
一
つ
の
本
音
で
は
な
い
か
。

先
行
き
が
見
通
せ
な
い
状
況
に
あ
る
の
は
、
当

初
「
半
導
体
に
よ
る
大
き
な
影
響
は
な
い
」
と

し
て
い
た
ト
ヨ
タ
が
、
国
内
工
場
の
一
部
稼
働

停
止
を
決
定
し
た
こ
と
で
も
明
ら
か
だ
。

先
行
き
不
透
明
の
中
、日
産
の
ア
シ
ュ
ワ
ニ
・

グ
プ
タ
最
高
執
行
責
任
者
（
Ｃ
Ｏ
Ｏ
）
は
「
将

来
の
リ
ス
ク
に
備
え
る
こ
と
が
大
切
」、
マ
ツ

ダ
の
丸
本
社
長
は
「
半
導
体
を
確
保
す
る
た
め

の
よ
り
長
期
的
な
契
約
や
、
調
達
先
を
マ
ル
チ

に
し
て
い
く
こ
と
も
考
え
て
い
く
」
と
、
調
達

戦
略
を
見
直
す
重
要
性
を
そ
れ
ぞ
れ
示
し
た
。

必
要
な
時
に
必
要
な
量
だ
け
調
達
す
る
こ
と
を

「
良
し
」
と
し
て
き
た
部
品
調
達
戦
略
の
考
え

方
が
変
わ
ろ
う
と
し
て
い
る
。
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21年3月期 22年3月期

日産 約7万5千台(生産） 約25万台(生産)

ホンダ 約10万台(生産) 通期で挽回

マツダ 約1万台(生産) 約7万台(出荷台数)

スバル 約6万1千台(生産) 通期で挽回

三菱自 4千台(生産) 約4万台(卸売）

自動車生産や販売に与える半導体不足の影響



自動車産業の現在地と、その先にある航路

明
暗
分
か
れ
た
世
界
市
場

米
中
好
調
、
欧
州
・
ア
ジ
ア
は
出
遅
れ

終
わ
り
に
コ
ロ
ナ
影
響
下
に
お
け
る
世
界
主

要
市
場
の
販
売
概
況
を
紹
介
し
て
お
き
た
い
。

上
場
メ
ー
カ
ー
各
社
の
２
０
２
１
年
３
月
期
連

結
業
績
は
全
社
が
減
収
だ
っ
た
が
、
地
域
別
に

見
る
と
明
暗
が
分
か
れ
た
格
好
と
な
っ
た
。
コ

ロ
ナ
禍
が
早
い
段
階
で
収
束
し
た
中
国
の
事
業

は
、
多
く
が
増
収
増
益
。
北
米
は
販
売
台
数
が

マ
イ
ナ
ス
と
な
っ
て
も
販
売
奨
励
金
（
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
）
の
抑
制
な
ど
で
全
体
的
に
収
益
が

改
善
し
て
い
る
。
一
方
で
欧
州
や
、
中
国
を
除

く
ア
ジ
ア
事
業
は
回
復
の
遅
れ
が
目
立
つ
。

ト
ヨ
タ
と
ホ
ン
ダ
の
前
期
業
績
の
当
期
純
利

益
が
前
年
を
上
回
っ
た
主
な
要
因
は
中
国
事
業

だ
。
中
国
で
の
販
売
台
数
は
ト
ヨ
タ
が
前
年
同

期
比
29
・
６
％
増
の
２
０
０
万
台
、
ホ
ン
ダ
が

同
23
・
６
％
増
の
１
７
９
万
台
と
、
と
も
に
過

去
最
高
を
記
録
。
ト
ヨ
タ
の
中
国
事
業
は
収
益

面
で
も
良
好
に
推
移
し
て
お
り
、
営
業
利
益
は

販
売
台
数
増
や
モ
デ
ル
ミ
ッ
ク
ス
の
改
善
に
よ

り
前
年
同
期
の
約
２
倍
と
な
る
２
５
５
２
億
円

に
上
っ
た
。

北
米
事
業
も
全
般
的
に
好
調
で
、
ト
ヨ
タ
や

日
産
、
ホ
ン
ダ
が
営
業
増
益
と
な
っ
た
。
日
産

の
北
米
事
業
は
新
車
販
売
の
低
迷
で
売
上
高
が

同
21
・
８
％
減
の
３
兆
６
８
５
４
億
円
と
前
年

実
績
を
大
き
く
下
回
っ
た
も
の
の
、
営
業
損
益

は
前
年
同
期
１
５
９
億
円
の
赤
字
か
ら
４
６
３

億
円
の
黒
字
に
好
転
。
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
を
抑

制
す
る
「
量
か
ら
質
」
へ
の
シ
フ
ト
を
進
め
て

い
る
効
果
か
ら
、
新
車
１
台
当
た
り
の
販
売
価

格
は
３･

６
％
上
昇
し
、
個
人
向
け
の
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
４･

６
％
圧
縮
し
た
。

マ
ツ
ダ
の
北
米
市
場
の
売
上
高
は
同
11
・
９

％
減
少
し
た
が
、
営
業
利
益
は
同
31
・
３
％
増

と
大
幅
増
益
だ
っ
た
。
米
国
市
場
で
は
コ
ロ
ナ

禍
か
ら
の
急
激
な
新
車
需
要
の
回
復
や
、
半
導

体
不
足
に
よ
る
減
産
な
ど
で
在
庫
水
準
が
低
い

関
係
で
、
各
社
の
収
益
圧
迫
要
因
と
な
っ
て
い

た
イ
ン
セ
ン
テ
ィ
ブ
が
減
少
し
て
い
る
。

コ
ロ
ナ
禍
の
マ
イ
ナ
ス
影
響
を
カ
バ
ー
す
る

勢
い
で
復
調
し
た
北
米
と
中
国
に
比
べ
て
出
遅

れ
て
い
る
の
が
中
国
を
除
く
ア
ジ
ア
地
域
と
欧

州
だ
。
ト
ヨ
タ
の
場
合
、
ア
ジ
ア
事
業
か
ら
中

国
事
業
の
利
益
を
差
し
引
い
た
営
業
利
益
は
１

８
０
７
億
円
で
、
同
23
・
３
％
減
少
し
た
。
三

菱
自
の
主
力
市
場
で
あ
る
Ａ
Ｓ
Ｅ
Ａ
Ｎ
（
東
南

ア
ジ
ア
諸
国
連
合
）
地
域
の
事
業
売
上
高
は
同

42
・
２
％
減
の
大
幅
減
と
な
り
、
営
業
利
益
も

同
85
・
４
％
減
の
約
93
億
円
と
落
ち
込
ん
だ
。

ス
ズ
キ
の
イ
ン
ド
子
会
社
、
マ
ル
チ
・
ス
ズ

キ
は
前
期
の
売
上
高
が
同
７･

２
％
減
の
約
９

５
８
６
億
円
、
営
業
利
益
は
同
38
・
６
％
減
の

約
３
３
４
億
円
。
ロ
ッ
ク
ダ
ウ
ン（
都
市
封
鎖
）

に
よ
っ
て
新
車
販
売
台
数
が
ゼ
ロ
だ
っ
た
昨
年

４
月
の
状
況
か
ら
は
改
善
し
た
が
復
調
ペ
ー
ス

は
遅
い
。
イ
ン
ド
で
は
ト
ヨ
タ
や
ホ
ン
ダ
の
工

場
も
稼
働
を
一
時
停
止
し
、
回
復
に
は
時
間
を

要
す
る
と
み
ら
れ
る
。
昨
年
末
か
ら
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
の
変
異
株
が
猛
威
を
ふ
る
っ
た
欧

州
も
以
前
の
水
準
に
は
戻
り
切
っ
て
い
な
い
。

地
域
ポ
ー
ト
フ
ォ
リ
オ
が
各
社
の
業
績
を
左
右

す
る
状
況
が
続
き
そ
う
だ
。
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※ホンダの営業利益は二輪車含む
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北米の販売台数と営業利益
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北米の販売台数と営業利益

※ホンダの営業利益は二輪含む
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